
 

 

 

 

 

 

 

  

 ７月 14日（金）はプール納めの日でした。その日、５・６年生は日本青少年赤十字社から講師

の先生をお迎えし、着衣泳を行いました。長袖、長ズボンを着用したまま水に入ると、かなり身体

が重く感じられます。子どもたちは、もしものときの水の事故に対して人命を守るため身に付けて

おくべき知識と技能を習得する学習を行いました。 

 最初は、いつものように軽やかに動けない様子に困惑している子も見られましたが、時間が経つ

うちにだんだんと慣れてきたようでした。小さなペットボトルでも、十分大人の浮き輪になる学習

もしました。最後には、水に濡れた重い着衣をまとっているにも関わらず、多くの子が浮かぶことが

できました。貴重な体験をした１時間となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

             ６月から始まった子どもたちのスピーチですが、今日、終業式の後 

            今年度２回目のスピーチがありました。そもそもスピーチとは・・・。 

十四山西部小学校では、人前で自分の思いや考えを堂々と話すことができる子を育てるため、全

校の前に立って話をする機会を一年間の中で一人 1 回与えられています。今回は、全学年から数

名ずつ話を聞くことができました。担当だった子どもたちは、大変緊張した面持ちで話し出しま

したが、立派にスピーチを行うことができました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

明日から、長期休業に入ります。病気やけが、事故に気を付けて、ご家庭で楽しい時間を  

過ごしていただけることを願っております。 
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着衣泳を行いました！ 


